
16号文書 (左文字を反転させた図)

秋
田
城
跡
出
上
の
死
亡
人
帳

（漆
紙
文
書
）

こ
の
漆
紙
文
書
は
、　
一
九
九
八
年
に
政
庁
域
東
南
側
の
大
畑
地
区
で
実

施
さ
れ
た
秋
田
城
跡
第
七
二
次
調
査
に
お
い
て
、
土
坑
か
ら
出
土
し
た
も

の
で
あ
る
。
同

一
の
遺
構
か
ら
は
、
戸
籍
や
計
帳
様
文
書
を
始
め
と
す
る

多
く
の
漆
紙
文
書
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
記
さ
れ
た
年
紀
か
ら
、

文
書
の
廃
棄
年
代
は
嘉
祥
年
間

（八
四
八
―
五
ご

頃
に
求
め
ら
れ
る
。

文
書
の
内
容
は
、
戸
ご
と
に
戸
主
名
と

「人
名
十
年
齢

。
年
齢
区
分
十

死
亡
年
月
日
」
を
列
挙
し
た
帳
簿
と
な
っ
て
い
る
。
様
式
は
、
全
体
を
二

段
書
き
と
し
、
年
齢

。
年
齢
区
分
を
割
書
と
し
て
い
る
。
上
段
に
は
四
本

の
横
墨
界
線
が
存
在
し
て
お
り
、
帳
簿
の
冒
頭
に
は
集
計
部
分
が
存
在
し

た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
ま
た
、
文
書
中
に
は
墨
抹
消
や
圏
点
、
「
×
」

印
が
存
し
、
秋
田
城
内
で
の
事
務
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

本
文
書
は
、
秋
田
城
の
支
配
地
域
に
お
け
る
死
亡
者
名
を
、
去
年
七
月

か
ら
今
年
六
月
に
か
け
て
の
一
年
間
に
つ
い
て
書
き
上
げ
た
帳
簿
と
思
わ

れ
、
計
帳
関
連
の
公
文
と
し
て
毎
年
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ

る
。
『延
喜
式
』
（主
計
下
、
勘
大
帳
条
）
や

『政
事
要
略
』
（巻
五
七
、
大
帳

条
）
に
見
え
る

「死
亡
帳
」
に
相
当
す
る
公
文
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

計
帳
枝
文
と
し
て
の

「死
亡
帳
」
の
実
例
は
従
来
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

長
岡
宮
か
ら
も
類
似
の
漆
紙
文
書
が
出
土
し
た
こ
と

（本
誌
二

一
九
頁
）

と
併
せ
て
、
注
目
さ
れ
る
史
料
で
あ
る
。

（秋
田
市
教
育
委
員
会
・
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
編

『秋
田
城
跡

平
成
十
年

度
秋
田
城
跡
調
査
概
報
』

一
九
九
九
年
　
参
照
）
　
　
　
　
（吉
川
　
聡
）




